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自己紹介 

•冨高 史裕 

 

•愛知県 

• あいち福祉医療専門学校 教員 

•教員歴2年目 

•最近の趣味：子育てしかできてな
い.. 

•最近の出来事：車を買いました 



なぜ作業機能を評価するのか？ 

•作業療法は、人々の健康と幸福を促進するた
めに、医療、保健、福祉、教育、職業などの
領域で行われる、作業に焦点を当てた治療、
指導、援助である。作業とは、対象となる
人々にとって目的や価値を持つ生活行為を指
す。 
 



作業療法理論を
知ろう！ 



作業機能と
は？ 

 



作業機能と作業機能障害 

①作業ができている 

②作業にかかわれている 

日々の生活行為ができている，あるいわ生活
行為に関われている状態を作業機能 



作業機能と作業
機能障害は併存
している 

• 機能と機能障害は併存し
ているため，全か無かでは
ないのです 

 

• これはICFのポジティブと
ネガティブを一緒に見るの
と少し似ていますか． 



作業機能は 

どこで使うのか？ 

 ・使用する場所を選ばない 

   作業機能障害は健常者でも体験している 

 

どんな時に使うの？ 

 ・作業機能障害を体験している人がいるとき 

   担当した学生が実習前まで行えたことができなくなり 
   作業機能障害を体験しているとき 



臨床実習中の学生においても有用 

• 「臨床実習では講義と異なり，自ら主体的に行動しながら学習するこ
とが要求されている」．臨床の場に入って，対象者と関係者の中に身
を置きながら実習をするということは，学生にとって大きな学びとなる．
同時に学生にとってはストレスを抱えている． 

 

 バイザー 

教 員 

学 生 
実習におけるヒエラルキー構造 



実習中の学生もフォローしてみよう 

•作業機能障害の種類と評価(CAOD) 

 

  評価ツールの妥当性を確かめるために大学生を対象に研究をして   
 いる． 

  作業機能障害を評価するためには有用であり信頼性が高いことが 
 報告されている． 

  学内においてもライフスタイルに問題を抱えていることが，学外に出  
 ることでよりライフスタイルの問題は顕著になる． 

Teraoka M, Kyougoku M (2015) Development of the final version of the Classification and Assessment of Occupational Dysfunction Scale. PloS one 10, e0134695  



作業機能の評価の方法 

•構成的評価 

 作業機能障害4種類を評価できれば何を使用しても良い 

 例：カナダ作業遂行測定(COPM)，作業に関する自己評価(OSA-Ⅱ)など 

    作業機能障害の種類と評価(CAOD)  ←今回はこの話 

 

•非構成的評価 

 観察と面接から生活場面について知る 



作業機能障害の4分類 

作業不均衡 作業剥奪 作業疎外 作業周縁化 



評価表を用いた評価(構成的評価) 

•作業機能障害の種類と評価（Classification and Assessment of Occupational 
Dysfunction） 

•目的：作業機能障害の4種類（不均衡、剥奪、疎外、周縁化）が評価できる 

•対象：健常者、障害者（身体障害、精神障害） 

•概要：16項目に対して、現在の状態を7件法（1点：当てはまらない〜7点：   
    当てはまる）で回答してもらい、総合計得点、因子ごとの得点で作業 
    機能障害を評価する 

 

小川真寛,藤本一博,京極真.5W1Hでわかりやすく学べる作業療法理論の教科書.MEDICAL VIEW.2020,10.pp46-54 



OBP2.0で使用する評価：CAOD 

①質問に対して現在の状態を〇してもらう 

②ここのローマ数字を参考
に因子を分類する 

③種類に応じて合計
得点を算出し、16項
目すべての合計得点

も算出する 
 

52点以上であれば作
業機能障害の可能性

アリ！ 

Teraoka M, Kyougoku M (2015): Development of the Final Version of the Classification and Assessment 
of Occupational Dysfunction Scale. PLoS ONE 10(8): e0134695. doi:10.1371/journal.pone.0134695 

※ 重症度の推定ができるシステムもある 



非構成的評価 

【作業不均衡】 

生活行為のバランスが崩れてい
るので作業バランスに着目 

【作業剥奪】 

環境が生活行為に与える影響に
着目 

【作業疎外】 

心身機能の問題から生活行為に
意味を持てない状態に着目 

【作業周縁化】 

意味のある生活行為の認識が周
囲の人たちと差について着目 

面接や観察 
ポイント 

小川真寛,藤本一博,京極真.5W1Hでわかりやすく学べる作業療法理論の教科書.MEDICAL VIEW.2020,10.pp46-54 



どこに不満を感じているかで介入目標変わる 

 

 

 

【作業不均衡】 

生活指導，作業の調整，統制感
の取り戻しなど 

【作業剥奪】 

環境調整，自助具・装具の作成，
マンパワーの育成，協力体制の

整備など 

【作業疎外】 

探索，フロー，カウンセリング，
幸福感を高める作業の提供など 

【作業周縁化】 

交渉，解明，マネジメントなど 

介入 

状況と目的に応じてあ
らゆる方法を活用する 

寺岡睦.OBP2.0とは〜理論から実践に〜.愛知実践作業療法研究会講義資料,2019.6 



作業機能障害の実効性について 

湘南OT交流会 WEB学会  



ご静聴ありがとうございました 


